あさく さ ながす みちよう しんぎよ うじ 

「浅 草の 永住 町 に、 信 行 寺と 云う 寺が あります が、 I 

にちろう しょうにん 

I いえ、 大きな 寺じゃありません。 ただ 日朗 上人の 

御木 像が あると か 云う、 相応に 由緒の ある 寺 だそう で 

す。 その 寺の 門前に、 明治 二十 二 年の 秋、 男の子が 一 

人 捨てて ありました。 それが また 生れ 年 は 勿論、 名前 

きはちじょう 

を 書いた 紙 もつ いていない。 II 何でも 古い 黄八丈の 

一 つ 身に くるんだ まま、 緒の 切れた 女の 草履 を 枕に、 

捨てて あつたと 云う 事です。 

「当時 信 行 寺の 住職 は、 田 村 日錚と 云う 老人で したが、 

ちょうど 朝の 御 勤め をして いると、 これ も 好い年 をし 

た 門番が、 捨児 のあった 事 を 知らせに 来たそう です。 



すると 仏前に 向って いた 和尚 は、 ほとんど 門番の 方 も 

振り返らずに、 「そうか。 では こちらへ 抱いて 来る が 

好い。」 と、 さも 事 も なげに 答えました。 のみならず 門 

番が、 怖 わ 怖 わ その子 を 抱いて 来る と、 すぐに 自分が 

受け取りながら、 「おお、 これ は 可愛い 子 だ。 泣くな。 

きょう 

泣くな。 今日から おれが 養って やる わ。」 と、 気軽そう 

にあ やし 始める のです。 —— この 時の 事 は 後に なって 

おしょう びいき しきみ かたで ま 

も、 和尚 矗属の 門番が、 榕ゃ 線香 を 売る 片手間に、 よ 

く 参詣人へ 話しました。 御 承知 かも 知れません が、 

^錚 和尚と 云う 人 は、 もと 深 川の 左官だった のが、 十 

しょうき のち 

九の 年に 足場から 落ちて、 一時 正気 を 失った 後、 急に 



あと 

が、 しとやかに 後 を 追って 来ました。 庫 裡には 签をか 

けた 卧炉裡 の 側に、 勇 之 助が 蜜柑 を剝 いている。 —— 

その 姿 を 一 目 見る が 早い か、 女 は 何の 取 付き もな く、 

和尚の 前へ 手 をつ いて、 震える 声 を 抑えながら、 I 私 

はこの 子の 母親で ございま すが、」 と、 思い切ったよう 

に 云った そうです。 これに はさす がの 日錚 和尚 も、 し 

ばらく は 呆気に とられた まま、 挨拶の 言葉 さえ 出 ませ 

ん でした。 が、 女 は 和尚に 頓着な く、 じっと 畳 を 見つ 

めながら、 ほとんど 暗誦で もして いるよう に —— と 

云って 心の 激動 は、 体中に 露われ ている のです が I 

I 今日までの 養育の 礼 を 一 々叮嚀に 述べ 出す のです。 



立ち退こうと 云う 晚、 夫婦 は 信 行 寺の 門前へ、 泣く 泣 

くその 赤子 を 捨てて 行きました。 

「それから わずかの 知る ベ を 便りに、 汽車に も 乗らず 

横 浜へ 行く と、 夫 は ある 運送屋へ 奉公 をし、 女 は ある 

糸屋の 下女に なって、 二 年ば かり 二人とも 一生懸命に 

働いた そうです。 その内に 運が 向いて 来たの か、 三年 

目の 夏に は 運送屋の 主人が、 夫の 正直に 働く の を 見 こ 

ほん もく へ ん 

んで、 その 頃よう やく 開け 出した 本牧 辺の 表通りへ、 

小さな 支店 を 出させて くれました。 同時に 女 も 奉公 を 

やめて、 夫と 一し よに なった 事 は 元より 云う まで も あ 

リま すま V 



りません。 やっと 笑う 事 も あるよう にな つたと 思う と、 

二十 七 年の 春匇々 、夫 は チブスに 罹った なり、 一週間 

と は 床に つかず、 ころりと 死んで しまいました。 それ 

あ-きら 

だけなら ば まだ 女 も、 諦 めよう があった のでし ようが、 

どうしても 思い切れない 事に は、 せっかく 生まれた 子 

ひやつ にち えき リ な 

供まで が、 夫の 百 ケ日も 明けない 内に、 突然 疫痢で 歿 

くな つた 事です。 女 は その 当座 昼も夜も 気違いの よう 

に 泣き 続けました。 いや、 当座ば かりじゃありません。 

それ以来 かれこれ 半年ば かり は、 ほとんど 放心 同様な 

月日 さえ 送らなければ ならなかった のです。 

「その 悲しみが 薄ら いだ 時、 まず 女の 心に 浮んだ の は、 



ベた。 

あさく さた わら まち 

「夫が 浅 草 田 原 町に 米屋 を 出して いたと 云う 事 や、 横 

浜へ 行って 苦労した と 云う 事 は 勿論 噓 じゃありません。 

が、 捨児 をした と 云う 事 は、 噓 だった 事が 後に 知れ ま 

した。 ちょうど 母が 歿 くなる 前年、 店の 商用 を 抱えた 

私 は、 —— 御 承知の 通り 私の 店 は 綿糸の 方 を やって い 

ますから、 ^^潟界隈を廻っ て歩きましたが、 その 時 田 

原 町の 母の 家の 隣に 住んで いた 袋物 屋と、 一 つ 汽車に 

乗リ 合せた のです。 それが 問わず語りに 話した 所では、 

母 は 当時 女の子 を 生んで、 その子が また 店 をし まう 前 

に、 死んで しまった とか 云う 事でした。 それから 横 浜 



の 説教が、 夫 や 子に 遅れた 母の 心へ 異常な 感動 を 与え 

た 事です。 母 は その 説教 を 聞いて いる 内に、 私の 知ら 

ない 母の 役 を 勤める 気にな つ たの じゃあり ますまい か- 

私が 寺に 拾われて いる 事 は、 当時 説教 を 聞きに 来て い 

た 参詣人から でも 教わった のでしょう。 あるいは 寺の 

門番が、 話して 聞かせた かも 知れません。」 

客 はちよ いと ロを噤 むと、 考え深 そうな 眼 をし なが 

ら、 思い出し たように 茶 を 啜った。 

「そうして あなたが 子で ない と 云う 事 は、 —— 子で な 

い 事 を 知った と 云う 事 は、 阿 母さんに も 話した のです 



私 は 尋ねずに はいられなかった。 

「いえ、 それ は 話しません。 私の 方から 云い 出す の は、 

余り 母に 残酷です から。 母 も 死ぬ まで その 事 は 一言 も 

私に 話しませんでした。 やはり 話す 事 は 私に も、 残酷 

じょ-つ 

だと 思って いたのでしょう。 実際 私の 母に 対する 情 

のち 

も、 子で ない 事 を 知った 後、 一転 化 を 来した の は 事実 

です。」 

「と 云う の はどう 云う 意味です か。」 

私 はじ つ と 客の 目 を 見た。 

「前よりも 一 層な つかしく 思うよう になった のです。 

その 秘密 を 知って 以来、 母は捨 児の 私に は、 母 以上の 



人間に なりました から。」 

客 は しんみりと 返事 をした。 あたかも 彼 自身 子 以上 

の 人間だった 事 も 知らない ように。 

(大正 九 年 七月) 
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